
 

 第４学年 理科 学習指導案                      令和５年 ２月２日（木) 

       単元名 もののあたたまり方 

                                                     

児童数：男子８名 女子６名 合計１４名  

 授業者：會田 晃子  

 

１ 単元の目標 

 

２ 子供と単元 

 (１)子供について 

 

 (２)単元について 

本単元は、「粒子」についての基本的な概念等を柱とした内容のうち「粒子のもつエネルギー」に関

わるものである。 

ここでは、金属、水及び空気を熱した時の熱の伝わり方について着目して、それらと温度の変化を関

係づけて、金属、水及び空気の温まり方を調べる。これらの活動を通して、金属、水及び空気の性質に

ついて、既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するとともに、金属は熱

せられた部分から順に温まっていくこと、水や空気は熱を加えられた部分が上方に移動して全体が温ま

っていくこと、物によってその温まり方には違いがあることを捉えられようにする。 

前単元「ものの温度と体積」から、金属、水及び空気を対象として学習をしてきている。また、次の

単元は「すがたを変える水」であり、水の状態変化について追究していく。第４学年は金属、水及び空

気を対象とした学習内容が多いため、それらの学習で得た知識を積み重ねていき、知識が増えていくこ

とを実感させるのに適した単元である。また、３つの単元とも領域がエネルギーであり、内容区分は「粒

子のもつエネルギー」に位置づけられる。問題解決の過程で、自然の事物・現象を質的・実体的な視点

で捉えさせることを意識していく。 

 

（１）知識・技能 

金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動して全体が温まることを

理解している。 

金属、水及び空気のあたたまり方について、器具や機器などを正しく使いながら調べ、それらの過程

や得られた結果を分かりやすく記録している。 

（２）思考力・判断力・表現力 

金属、水及び空気の性質について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、金属、水及び空気の

温度を変化させたときの熱の伝わり方について、根拠のある予想や仮説を発想し、表現している。 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

金属、水及び空気の性質についての事物・現象に進んで関わり、他者と関わりながら問題解決しよう

としているとともに、学んだことを学習や生活に生かそうとしている。 

 



 

(３)指導について 

①本単元における見方・考え方 

金属、水及び空気はそれぞれ温まり方が違うのかという質的な見方を働かせ、金属、水及び空気の  

温まり方と熱源とを関係づけたり、それぞれの温まり方を比較したりして考える。 

②児童観・教材観を踏まえて、どのように授業を構築するのか 

（プログラミング的思考力を育むための手立てを含む） 

本単元では、金属、水及び空気の性質について考えたり、説明したりする活動の充実を図る。日常

生活との関連として、導入では教室の暖房時の温まり方や１２月に行ったポップコーン作りで使った

フライパンのことなどを取り上げたい。その後、金属、水、空気と順を追って学習を進め、単元末に

はもう一度教室の温まり方について調べ、よりよい教室環境について考えるようにし、学んだことを

生活にいかす機会を設ける。また、火を使用して実験したり、熱した湯の様子を観察したりする際に

火傷などの危険を伴うため、使用前に器具の扱い方の確認を行い、安全に配慮するように指導する。 

探究の過程で、子供たちが今何をしているのかメタ認知できるようにするために、理科の学び方と

して「不思議に気づく、問題をつくる、予想する、仮説を立てる、観察・実験の計画を立てる、観察

・実験をする、結果をたしかめる、考察する、まとめる」という過程を掲示する。また、金属、水、

空気とそれぞれの学習で、問題から考察までの思考の過程をフローチャートにまとめることで、プロ

グラミング的思考を育んでいきたい。 

金属、水、空気と学習していくため、水や空気の実験の予想を立てるときには、温まり方の予想を 

図で表し、その理由を既習の内容や生活経験を基にし

て書けるよう指導していく。例えば、水の温まり方の

実験を予想するときには、既習の内容をいかして「金

属は温めたところからだんだん温まったので、水も同

じように温まると思う。」や、生活経験を基にして「プ

ールに入ったときに、下の方が冷たくて上の方がぬる

かったから、上から温まると思う。」などと考えが出

ると予想できる。その予想を基に、実験結果の見通し

について論理的に思考できるようにするために、実験

の予想やその理由や根拠、結果の見通しをもつ場面を

金属、水、空気いずれのときも設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題：水はどのように温まるか。 

 仮説：加熱したところから上下に広

がって温まる。（金属のとき

に加熱したところから順に温

まったから。） 

 結果の見通し： 

試験管の下からピンク色になる。 

 結果：試験管の上の方から温まった

。 
 考察：温まった水は上へ行くようだ

。 



 

３ 単元計画（総時数９時間） 
 

時 主な学習活動（○） 指導の要点【子どもの育ちを支えるためのポイント（●）と評価（□）】 
 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

【物の温まり方】 

 

 

 

○教室の中で、温まっている場所や冷えて

いる場所を探す。 

・部屋のあたたまり方は何が関係あるのだ

ろうか。どのような場所が温まっていて、

どのような場所が冷えているのだろう

か。 

 

○ポップコーン作りの写真を見せ、フライ

パンが温まる様子について気付いたこと

を話し合う。 

・フライパンを温めたとき、どの辺りが熱

くなるだろうか。 

 

 

【金属の温まり方】 

 

 

○金属の棒や板（正方形）を加熱し、どの

ように温まるか調べる実験について、予

想し、計画をたて、実験の準備を行う。 

〇金属の棒を加熱するところは、①棒の端

②棒の中心③斜めにして真ん中、④金属

板は中心とする。 

 

〇金属の棒や板（正方形）を加熱する実験

について、実験を行い、結果を確かめ、

考察する。 

 

 

 

 

〇金属の板（コの字型）を加熱しどのよう

に温まるか調べる実験について、予想し、

計画を立て、実験を行い、結果を確かめ、

考察する。 

〇金属の棒や板（正方形、コの字型）を温

めた実験結果から、金属の温まり方につ

いてまとめる。 

●もののあたたまり方について、日常生活と関連さ

せて考えられるようにするために、教室の暖かい

ところや寒いところについて話題を出す。 

●教室が温まるということは、教室内の空気が温ま

っているということに視点をもたせる。 

●教室でどこが温まっているのか、正確には分から

ないことから、もののあたたまり方について調べ

る動機をもたせる。 

●金属のあたたまり方について、日常生活と関連さ

せて考えられるようにするために、ポップコーン

作りのときに、フライパンの柄の金属の部分を触

ってしまった子の話題を出す。 

□空気や金属の性質についての事物・現象に進んで

関わり、他者と関わりながら問題解決しようとし

ている。（態度） 

 

 

 

●予想を立てやすいように、具体的な実験道具を示

す。 

●予想や結果などをすぐに共有できるように、ロイ

ロノートを使って図や文章に表すように促す。 

●それぞれの予想は図に矢印などを描き、その理由

も文章で書くようにする。 

□金属の性質について、既習の内容や生活経験を基

に、予想や仮説を発想し、表現している。（思・

判・表） 

 

●結果を書くときは、予想したときと同じように図

に矢印などを描き、文章も書くようにする。 

●考察するときは、より多くの子が自分の考えをも

てるようにするために、金属の棒と板の実験結果

を根拠として班でまとめるようにする。 

□金属の性質について、器具や機器を正しく扱いな

がら調べ、それらの過程や得られた結果を図や言

葉などを使い分かりやすく記録している。（知・

技） 

□コの字型の金属の板の温まり方について、既習の

内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を

発想し表現している。（思・判・表） 

□金属は熱せられた部分から順に温まることを理解

している。（知・技） 
 

 

 

 

 

 

 

【水の温まり方】 

 

 

○試験管に入れた水を加熱し、どのように

温まるか調べる実験について、予想し、

計画を立てる。 

 

 

●金属について調べて分かったことや生活経験を基

にして、予想するようにする。 

●それぞれの予想は図に矢印などを描き、その理由

や根拠を文章で書くようにする。 

 

●水の温まり方を金属の温まり方と比べながら調べ

空気や金属などの「もの」はどのように温まっていくのか。 

教室の中やフライパンの表面はどの

ように温まっているのか。 

金属はどのように温まるか。 

コの字型の金属の板はどのように温

まるか。 

水はどのように温まるか。 



 

５ 

本時 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

９ 

〇試験管に入れた水を加熱しどのように温

まるか、予想を話し合い、実験を行い、

結果を確かめ、考察する。 

〇水を入れた試験管を加熱するところは、

①試験管の下部、②真ん中とする。 

 

〇水を入れた試験管の上部を加熱すると、

どのように温まるか予想し、演示実験を

行う。 

〇ビーカーに入れた水を加熱し、どのよう

に温まるか調べる実験について、予想し、

計画を立て、実験を行い、結果を確かめ、

考察する。 

〇試験管やビーカーに入れた水を温めた実

験結果から、水の温まり方についてまと

める。 

 

【空気の温まり方】 

 

 

○空気を加熱し、どのように温まるか調べ

る実験について、予想し、計画を立て、

実験を行い、結果を確かめ、考察する。 

〇加熱するところは、下のはしとする。 

 

〇教室の空気の温まり方について、予想し

計画を立て、実験を行い、結果を確かめ

る。 

〇エアコンをつけていない状態から、つけ

たときにどのように温まっていくか温度

を測り調べる。 

 

〇よりよい教室環境にするためには、どの

ような仕組みや設備があるとよいか考え

る。 

るようにする。 

●加熱したときに、湯が目に入らないよう保護メガ

ネをかける。 

●試験管に入った水を温めたときの結果や動画を振

り返り、予想の根拠となるようにする。 

□水の温まり方について、既習の内容や生活経験を

基に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現して

いる。（思・判・表） 

 

●水を入れた試験管を加熱した実験の結果を根拠と

して予想を語れた場合、既習の内容をいかして考

えていることを価値づける。 

□水は熱せられた部分が移動して、全体が温まるこ

とを理解している。（知・技） 

 

●だるまストーブの上にある風船から手を離すとど

のようになるか問題を示し、考えさせる。 

●金属や水について調べて分かったことや生活経験

を基にして、予想するようにする。 

●それぞれの予想は図に矢印などを描き、その理由

も文章で書くようにする。 

●空気の温まり方を金属の温まり方や水の温まり方

と比べながら調べるようにする。 

□空気の温まり方について既習や生活経験を基に、

根拠のある予想や仮説を発想し、表現している。

（思・判・表） 

□空気は熱せられた部分が移動して、全体が温まる

ことを理解している。（知・技） 

 

●暖かい空気が上に溜まっているとき、どのように

して教室全体に循環させるかを考える。 

 

□物の温まり方について学んだことを生活にいかそ

うとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空気はどのように温まるか。 



 

４ 本時の実際（本時 ５/９） 

（１）目標 

   水の温まり方について、既習の内容や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を発想し、結果を受けて

新たに考えることができる。（思・判・表） 

（２）展開 
 

時間 学習活動（○） 子供の反応（・） 支援（●）と評価（□） 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2分 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

8分 

 

 

 

10分 

 

 

5分 

○水の入った試験管の下部、中央を温めたとき、どの

ように温まるか予想を確認し、その理由や根拠を話

し合う。 

 

 

【試験管の下の方を加熱したとき】 

①加熱している下から上へ徐々に温まる。（14 人） 

【試験管の真ん中を加熱したとき】 

①加熱したところから上下に広がって温まる。（10 人） 

②加熱したところから、周りへ一気に温まる。（1 人） 

③加熱したところから上や下にタイミングがずれて

広がって温まる。（1 人） 

④加熱したところから、ガラス管の周りが温まり、内

部の下、上の順で温まる。（1 名） 

⑤加熱したところから、下、上の順で温まる。（1 人） 

・金属は温めたところから順に温まったので、水も同

じように温まると思う。 

・金属の棒を温めた時、左右に温まって棒も熱かった

と思うから。 

 

○試験管の下部や真ん中を加熱する実験について、そ

れぞれの予想に沿った結果の見通しをもつ。 

【下の方を加熱したとき】 

①のとき、下の方からピンク色になるはずだ。 

【真ん中を加熱した時】 

①のとき、加熱した周りからピンク色になるはずだ。 

 

○試験管の下部や真ん中を加熱する実験を行う。 

・最初は下のところが少しピンク色になった。 

・火から遠いのに、上の方がピンク色になった。 

・温まった水は上の方に行った。 

○実験の結果をまとめる。 

・試験管の下を温めたとき、温まった水は上へ行き、

上からピンク色になった。 

・真ん中を温めたときも、上からピンク色になった。 

〇実験の結果から考察する。 

・温められた水は上に行きそうだ。 

・水のあたたまり方は金属と違いそうだ。 

○振り返りをする。 

・水も、金属と同じように熱せられたところから順に

温まると思っていたけれど、上の方から温まること

を初めて知った。 

・今日の実験で水は上の方から温まるようなので、試

験管の上を加熱するときは、上から温まると思う。 

・水は金属と温まり方が違いそうだ。 

●前時に予想したこと発表させる。 

●それぞれの予想は図に矢印などを描き、その理

由も文章で書くようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ロイロノートの提出箱で考えを比べて、どのよ

うな考えがあるか整理する。 

●予想した理由や根拠を板書し、考えを残す。 

●全体で話し合った後、自分の考えが変わったと

きは、ネーム磁石をはり、思考の過程を可視化

する。 

●結果の見通しをもつときは、予想が出たそれぞ

れの場面で、どのような現象が起きるかを考え

るようにする。 

●実験中は実験の対象を実際に見るようにするた

めに、記録用のタブレットは、スタンドに備え

付ける。 

●火やお湯を扱うため、実験上の注意点を４つ伝

える。 

●湯が目に入らないように、保護メガネを準備す

る。 

 

□水の温まり方について、既習の内容や生活経験

を基に根拠のある予想や仮説を発想し、結果を

受けて新たに考えている（思・判・表） 

 

●振り返りには、今日分かったことや次の実験に

対する考えなどを書くようにする。 

 

●時間があるときは、試験管の上部を加熱した場

合、どのように温まるか予想をさせ、演示実験

を行う。 

水の入った試験管をあたためたとき、水はどのようにあたたまるか。 

【試験管の下の方を加熱したとき】 

 

【試験管の真ん中を加熱したとき】 

 



 

 


